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産
物
の
市
場
開
放
な
ど
米
国
の
強

硬
な
主
張
が
繰
り
返
さ
れ
て
、
今

後
の
見
通
し
も
不
透
明
の
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
粘
り
強

く
運
動
し
て
い
く
事
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
国
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

「
３
本
の
矢
」
日
本
再
興
戦
略
で
、

攻
め
の
農
林
水
産
業
の
展
開
と
し

て
、
農
業
委
員
会
・
農
業
生
産
法

人
・
農
協
の
一
体
的
改
革
を
打
ち

出
し
、
農
業
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

公
選
制
の
廃
止
・
人
員
の
半
減
・

農
業
委
員
の
指
揮
下
に
農
地
最
適

化
推
進
委
員
の
新
設
・
意
見
公
表

行
政
庁
へ
の
建
議
の
廃
止
・
農
業

会
議
の
社
団
法
人
化
等
大
幅
な

改
革
を
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
改
革
が
農
業
所
得
の
向
上
に

ど
う
つ
な
が
る
の
か
不
明
の
ま
ま

強
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
農

業
委
員
会
組
織
で
の
検
討
の
結

果
、
一
部
の
改
革
は
必
要
で
は
あ

る
が
現
場
の
実
態
に
即
し
た
改
革

に
な
る
よ
う
に
次
の
5
点
に
つ
い

て
国
に
要
請
・
運
動
を
し
て
い
く
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農
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◎
加
入
で
き
る
方

・
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

で
有
る
者

・
60
歳
未
満
の
者

・
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す

る
者

※
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族

従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

◎
積
立
方
式
で
、
毎
月
の
保
険
料

は
2
万
円
か
ら
6
万
7
千
円
の
間

で
、
千
円
単
位
で
自
由
に
決
め
ら

れ
、
い
つ
で
も
保
険
料
の
変
更
が

で
き
ま
す
。

※
加
入
や
脱
退
は
い
つ
で
も
自
由

に
で
き
ま
す
。

◎
65
歳
か
ら
の
受
給
開
始
で
終
身

年
金
で
す
。
80
歳
前
に
亡
く
な
ら

れ
た
場
合
は
、
80
歳
ま
で
に
受
け

　

飯
山
市
農
業
委
員
会
で
は
、
11
月
26
日
、
足
立
市
長
に
対
し
、
平
成

26
年
度 

農
林
業
振
興
施
策
に
関
す
る
建
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
農
業
委
員
会
法
第
６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
農
業
者
の

代
表
機
関
と
し
て
行
政
機
関
へ
意
見
を
申
し
立
て
る
も
の
で
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
お
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
2
月
の
大
雪
・
南
木

曽
町
の
豪
雨
災
害
、
御
嶽
山
の
噴

火
、
神
城
断
層
地
震
と
県
内
で
は

大
き
な
災
害
に
み
ま
わ
れ
ま
し
た

が
、
当
市
で
は
幸
い
被
害
は
軽
微

で
し
た
。
ま
た
、
お
盆
ご
ろ
か
ら

の
日
照
不
足
に
よ
り
農
作
物
へ
の

影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
各

位
の
ご
努
力
に
よ
り
、
米
・
野
菜

等
ほ
ぼ
平
年
作
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
米
の
過
剰
基
調
の
中
、

仮
渡
金
が
大
幅
に
安
く
な
り
大

規
模
農
家
・
法
人
を
中
心
に
た
い

へ
ん
厳
し
い
状
況
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て
は
、
年

内
妥
結
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
農

○
地
域
農
畜
産
物
の
高
付
加
価

値
化
に
向
け
た
加
工
や
直
売
・
宅

配
等
の
販
売
対
策
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
も
含
め
た
コ
ン
サ
ル
的
な
専

門
知
識
・
行
動
力
を
有
す
る
人

材
の
確
保
と
事
業
展
開
に
お
け
る

権
限
の
あ
る
部
署
の
設
置
。

○
農
業
所
得
増
に
向
け
、
市
と
Ｊ

Ａ
が
連
携
し
、
平
成
30
年
の
米
需

給
調
整
方
法
の
見
直
し
を
踏
ま

え
た
米
の
生
産
販
売
施
策
に
つ
い

て
、
早
急
に
具
体
化
し
、
可
能
な

も
の
か
ら
の
実
践
。

○
ブ
ラ
ン
ド
豚「
み
ゆ
き
ポ
ー
ク
」

の
生
産
維
持
拡
大
に
向
け
た
後

継
者
対
策
と
生
産
拠
点
整
備
の

早
急
な
対
応
。

○
農
地
中
間
管
理
事
業
等
を
十

分
に
活
用
し
、
担
い
手
へ
の
農
地

利
用
集
積
を
図
る
と
共
に
、
耕
作

放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に
向

け
た
省
力
化
作
物
の
推
進
と
そ
れ

ら
の
機
材
等
へ
の
支
援
。

○
若
手
農
業
者
の
市
場
視
察
や

経
営
戦
略
研
修
等
へ
の
積
極
的
参

加
。

○
農
業
経
営
に
意
欲
あ
る
青
年
の

就
農
支
援
策
と
し
て
市
独
自
の
支

援
。

 

老
後
生
活
の
備
え
は
農
業
者
年
金
の
加
入
か
ら

安
定
し
た
農
業
経
営
の
秘
訣
は
夫
婦
円
満
？

取
れ
る
は
ず
だ
っ
た
年
金
額
を
、

ま
た
65
歳
前
（
年
金
受
給
前
）
に

亡
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
死
亡
一

時
金
を
遺
族
の
方
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

◎
農
業
者
年
金
な
ら
で
は
の
特
別

メ
リ
ッ
ト
で
、
支
払
っ
た
保
険
料

は
、
全
額
が
所
得
税
等
の
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
受
取
る
年
金
は
公
的
年
金

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
農
業
委
員
、
農
業
委
員

会
事
務
局
（
☎
�
３
１
１
１
内
線

２
６
１
）
ま
で

一
、
飯
山
市
農
林
業
の
振

興
対
策
に
つ
い
て

○
地
区
の
特
徴
を
生
か
し
た「
人・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
・
推
進
に

あ
た
り
、
国
・
県
で
は
対
応
で
き

な
い
事
業
へ
の
助
成
等
の
継
続
。

○
熊
の
出
没
に
対
す
る
ス
ム
ー
ズ

な
捕
獲
対
応
と
よ
り
一
層
の
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
。
併
せ
て
森
林
の

整
備
や
里
山
の
保
全
活
動
へ
の
継

続
的
な
支
援
。

○
農
地
利
用
状
況
調
査
の
た
め
の

専
門
補
助
員
の
設
置
及
び
農
地

台
帳
整
備
に
伴
う
農
業
委
員
会

事
務
局
の
体
制
整
備
。

○
過
剰
米
対
策
、
米
価
の
維
持
を

基
本
と
し
た
政
策
の
推
進
。

○
直
接
支
払
事
業
の
戦
略
作
物

の
価
格
補
償
対
策
の
実
施
。

　

建
議
提
出
後
の
意
見
交
換
で

は
、
市
長
か
ら
「
農
産
物
の
生
産

か
ら
流
通
・
販
売
ま
で
含
め
た
対

策
、
そ
れ
ら
に
精
通
し
た
専
門
的

な
人
材
・
部
署
が
必
要
と
感
じ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め

る
か
は
、
農
畜
産
物
を
実
際
に
取

り
扱
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
他
関
係
機
関

と
も
調
整
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
か
ら
も
「
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
関
連
講
演
を
聞
く
だ
け

で
も
勉
強
に
な
る
。
農
地
集
約
や

地
域
独
自
の
農
業
振
興
に
は
き
め

細
か
い
支
援
が
必
要
。」
と
の
意

見
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
農
業
・
農
村
環
境
整

備
と
地
域
活
性
化
に
つ
い

て三
、
農
地
の
現
状
把
握
と

適
正
化
に
つ
い
て

四
、
国
・
県
等
関
係
機
関

へ
の
要
望
に
つ
い
て

　

12
月
16
日
、
長
野
市
若
里
市

民
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、
農
村
女
性

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
た
。

　

農
業
経
営
活
動
の
部
で
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
事
例
発
表
の

内
容
か
ら
、
農
業
経
営
安
定
化
の

秘
訣
に
つ
い
て
紐
解
い
て
み
た
い
。

　

経
営
移
譲
を
き
っ
か
け
に
、
自

分
た
ち
の
や
り
た
い
農
業
を
始
め

た
。

　

最
初
に
や
っ

た
こ
と
は
何
か

と
い
う
と
「
量

よ
り
質
」
の
追

求
だ
。
化
学
肥

料
か
ら
有
機
質

肥
料
に
変
え
農

薬
を
控
え
た
。

　

次
に
グ
ル
ー
プ
で
野
菜
の
出
荷

を
し
て
い
た
が
、
夫
婦
で
野
菜
の

販
売
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
商
品

名
を
付
け
る
に
当
た
り
、「
二
人

で
作
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
二
人

の
名
前
で
出
荷
す
る
の
は
当
然
」

と
言
っ
て
く
れ
た
主
人
の
心
配
り

に
感
動
し
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
出
荷
す
る
す
べ
て
の
箱

に
眠
い
目
を
擦
り
な
が
ら
野
菜
の

成
長
記
録
を
添
え
た
。
そ
の
成
長

記
録
を
読
む
の
が
楽
し
み
で
買
い

に
来
て
く
れ
る
お
客
が
増
え
た
と

い
う
。

　
こ
の
夫
婦
に
は
、
さ
ら
な
る
ア

「
農
業
委
員
会
組
織
を
挙
げ
て
農
業
農
村
の
発
展
を
！
」

農
業
委
員
会
会
長  

松
永
晋
一

年頭のごあいさつ

平
成
26
年
度　

市
長
建
議

イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
る
。

　
そ
れ
は
何
か
と
い
う
と
家
族
経

営
協
定
の
締
結
だ
。
仲
の
良
い
夫

婦
で
あ
っ
て
も
、
農
作
業
を
し
て

い
る
と
色
々
言
い
づ
ら
い
こ
と
が

あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
文
章
化
す
る

こ
と
で
明
確
と
な
り
、
自
然
と
気

持
ち
が
楽
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
お
か
げ
で
、
主
人
の
行

動
に
も
腹
を
立
て
る
こ
と
が
な
く

な
っ
た
そ
う
だ
。
家
族
協
定
は
、

作
業
の
明
確
化
だ
け
で
な
く
、
夫

婦
円
満
の
潤
滑
油
の
効
果
も
あ
る

よ
う
だ
。

　

最
後
に
、
農
業
経
営
の
安
定
化

の
秘
訣
は
、「
夫
婦
円
満
な
こ
と
」

と
言
え
よ
う
。

　

夫
婦
い
つ
も
一
緒
で
、
自
然
を

相
手
に
生
き
物
を
育
て
る
。
愛
情

を
注
い
だ
分
だ
け
、
お
い
し
く
農

産
物
は
育
っ
て
く
れ
る
。
そ
ん
な

お
い
し
い
農
産
物
を
消
費
者
に
伝

え
て
い
く
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
夫
婦

そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
が
調
和
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
持
つ
能
力
を
最
大
限
活

か
す
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
。

　
そ
し
て
そ
の
実
現
の
根
底
に
あ

る
も
の
は
、「
夫
婦
間
で
の
思
い

や
り
」、「
農
産
物
へ
の
思
い
や

り
」、
さ
ら
に
「
消
費
者
へ
の
思

い
や
り
」、
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
？

　
　 飯山市農業委員会事務局

飯山市役所農林課内
電話：0269 ‐ 62 - 3111

（内線 261）   
ＦＡＸ：0269 - 62 - 6221

農
業
委
員
の
異
動
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
12
月
に
市
議
会
推
薦
に
よ
る
農
業
委
員
の
交
代
が
あ
り
ま

し
た
。

　

石
田
克
男
さ
ん(

常
盤
地
区)

、
山
﨑
一
郎
さ
ん
（
飯
山
地
区
）
に
代

わ
り
、
松
本
淳
一
さ
ん
（
飯
山
地
区
）、
小
林
喜
美
治
さ
ん
（
秋
津
地
区
）

が
新
た
に
農
業
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

予
定
で
す
。              

①
法
定
化
さ
れ
て
い
る
「
意
見
の

公
表
・
建
議
」
の
維
持

②
委
員
の
選
出
は
地
域
の
推
薦
を

制
度
化
す
る
こ
と
で
の「
代
表
制
」

の
確
保
と
定
数
の
確
保

③
最
適
化
推
進
委
員
に
つ
い
て
は

農
業
委
員
と
の
一
体
的
な
運
用
と

定
数
の
確
保

④
農
業
会
議
の
系
統
性
の
確
保

⑤
施
行
ま
で
の
必
要
な
時
間
の
十

分
な
確
保
。

　

昨
年
末
の
突
然
の
総
選
挙
で
は

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
継
続
を
訴
え
た

与
党
が
大
勝
し
ま
し
た
。
選
挙
で

は
米
価
下
落
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
Ｊ
Ａ
改

革
（
農
委
改
革
）
等
私
た
ち
が
一

番
懸
念
し
て
い
る
課
題
の
議
論
が

低
調
な
ま
ま
終
わ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
を
白
紙
委
任
し
た
わ
け
で

な
く
、
今
後
も
監
視
を
緩
め
ず

運
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
、
農
業
委
員
会
組
織
を
挙
げ
て

真
に
農
業
農
村
の
発
展
に
な
る
よ

う
、
運
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
各
位
の
ご
指
導
ご
協
力

を
お
願
い
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。


